
10

20

JP 7573145 B2 2024.10.25

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7573145号

(P7573145)
(24)登録日　令和6年10月17日(2024.10.17)(45)発行日　令和6年10月25日(2024.10.25)

(54)【発明の名称】　加湿装置

(51)国際特許分類
　   Ｆ２４Ｆ 6/00 (2006.01)
　   Ｆ２４Ｆ 13/10 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ２４Ｆ 6/00 　　　Ｅ 　　　
　Ｆ２４Ｆ 13/10 　　　Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-141343(P2020-141343)
(22)出願日　 令和2年8月25日(2020.8.25)
(65)公開番号　 特開2022-37291(P2022-37291A)
(43)公開日　 令和4年3月9日(2022.3.9)

審査請求日　 令和5年8月3日(2023.8.3)

(73)特許権者　 314012076
パナソニックＩＰマネジメント株式会社
大阪府門真市元町２２番６号

(74)代理人　 100106116
弁理士　鎌田  健司

(74)代理人　 100131495
弁理士　前田  健児

(72)発明者　 伊藤  泰典
愛知県春日井市鷹来町字下仲田４０１７ 
番  パナソニックエコシステムズ株式会 
社内

審査官　 広瀬  雅治

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
吹 出 口 と 吸 気 口 と を 有 す る 本 体 ケ ー ス と 、
粉 塵 を 捕 集 す る 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 、
水 を 貯 水 す る 水 槽 と 、
前 記 水 槽 内 の 水 を 含 水 す る 加 湿 フ ィ ル タ ー と 、
前 記 吸 気 口 か ら 前 記 本 体 ケ ー ス 内 に 送 風 す る 送 風 部 と 、
前 記 吸 気 口 か ら 順 次 、 前 記 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー 、 前 記 加 湿 フ ィ ル タ ー 、 前 記 送 風 部 を  
介 し て 前 記 吹 出 口 へ 連 通 す る 第 １ 風 路 と 、
前 記 吸 気 口 か ら 順 次 、 前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー 、 前 記 送 風 部 を 介 し て 前 記 吹 出 口 へ 連  
通 す る 第 ２ 風 路 と 、
前 記 第 ２ 風 路 に お け る 前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 前 記 送 風 部 を 連 通 す る 連 通 風 路 に 設  
け ら れ 、 風 量 を 調 整 す る 風 量 調 整 部 と 、
前 記 送 風 部 と 前 記 風 量 調 整 部 と を 制 御 す る 制 御 部 と 、 を 備 え 、
前 記 送 風 部 に よ っ て 、 前 記 吸 気 口 か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 、 前 記 本 体 ケ ー ス 内 の 前 記 第 １  
風 路 、 ま た は 前 記 第 ２ 風 路 を 介 し て 前 記 吹 出 口 へ 送 風 さ れ 、
前 記 風 量 調 整 部 は 、
前 記 連 通 風 路 を 開 閉 す る 板 形 状 の ダ ン パ ー 板 と 、
前 記 ダ ン パ ー 板 に 設 け た 連 通 孔 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 加 湿 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

請求項の数　4　（全11頁）
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前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 前 記 連 通 孔 と の 距 離 は 、
前 記 送 風 部 と 前 記 連 通 孔 と の 距 離 よ り 長 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 加 湿 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー は 、 上 下 方 向 の 寸 法 に 比 べ て 、 横 方 向 の 寸 法 が 大 き く 、
前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー の 横 方 向 に お け る 前 記 連 通 孔 の 寸 法 は 、
前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー の 横 方 向 の 寸 法 と 実 質 的 に 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 ２ に 記 載 の 加 湿 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 連 通 風 路 は 、 前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 前 記 送 風 部 を 上 下 方 向 に 連 通 し 、
前 記 ダ ン パ ー 板 は 、 上 下 方 向 に 回 動 し 、 前 記 ダ ン パ ー 板 の 回 動 中 心 は 、 前 記 送 風 部 側 に 設  
け ら れ 、
前 記 ダ ン パ ー 板 が 開 い た 場 合 に は 、 前 記 送 風 部 に よ っ て 送 風 さ れ る 空 気 の 一 部 は 、 前 記 ダ  
ン パ ー 板 の 一 方 側 面 に 沿 っ て 流 れ た 後 に 前 記 連 通 風 路 に 流 れ 込 み 、
前 記 ダ ン パ ー 板 が 閉 じ た 場 合 に は 、 前 記 送 風 部 に よ っ て 送 風 さ れ る 空 気 の 一 部 は 、 前 記 ダ  
ン パ ー 板 の 他 方 側 面 に 沿 っ て 流 れ た 後 に 前 記 連 通 孔 に 流 れ 込 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 加 湿 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 を 加 湿 す る こ と の で き る 加 湿 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の 加 湿 装 置 の 構 成 は 、 以 下 の よ う に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 従 来 の 物 に お い て は 、 吹 出 口 と 吸 気 口 と を 有 す る 本 体 ケ ー ス と 、 本 体 ケ ー ス  
内 に 、 粉 塵 を 捕 集 す る 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 、 水 を 貯 水 す る 水 槽 と 、 水 槽 内 の 水 に 一 部 が  
浸 漬 す る 加 湿 フ ィ ル タ ー と 、 加 湿 フ ィ ル タ ー に 送 風 す る 送 風 部 と 、 を 備 え て い る 。 吸 気 口  
か ら 、 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー 、 第 １ の 送 風 部 を 介 し て 吹 出 口 へ 連 通 す る 第 １ の 風 路 と 、 吸 気  
口 か ら 、 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー 、 第 ２ の 送 風 部 を 介 し て 吹 出 口 へ 連 通 す る 第 ２ の 風 路 と 、 吸  
気 口 か ら 順 次 、 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー 、 加 湿 フ ィ ル タ ー 、 第 ２ の 送 風 部 を 介 し て 吹 出 口 へ 連  
通 す る 第 ３ の 風 路 と 、 を 有 し て い る 。 第 ２ の 風 路 を 開 閉 す る ダ ン パ ー を 有 し 、 ダ ン パ ー を  
開 閉 す る こ と に よ っ て 、 加 湿 量 を 調 整 す る 構 成 と な っ て い た 。 ダ ン パ ー が 第 ２ の 風 路 を 開  
い て い た 場 合 に 比 べ て 、 ダ ン パ ー が 第 ２ の 風 路 を 閉 じ る と 、 第 ２ の 風 路 の 風 量 が 無 く な り  
、 第 １ の 風 路 と 第 ３ の 風 路 の 風 量 が 増 え 、 加 湿 量 が 増 加 す る （ 例 え ば 、 こ れ に 類 似 す る 先  
行 文 献 は 下 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ０ ５ ４ １ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 従 来 例 の 加 湿 装 置 は 、 ダ ン パ ー が 第 ２ の 風 路 を 開 い て い た 場 合 に 比 べ て 、 ダ  
ン パ ー が 第 ２ の 風 路 を 閉 じ る と 、 第 ２ の 風 路 の 風 量 が 無 く な り 、 第 １ の 風 路 と 第 ３ の 風 路  
の 風 量 が 増 え 、 加 湿 量 が 増 加 す る 。 但 し 、 加 湿 風 路 で あ る 第 １ の 風 路 の 送 風 抵 抗 は 、 第 ３  
の 風 路 の 送 風 抵 抗 よ り 大 き い の で 、 ダ ン パ ー が 第 ２ の 風 路 を 閉 じ る こ と に よ っ て 、 加 湿 風  
路 で あ る 第 １ の 風 路 の 風 量 が 増 え る 量 は 、 第 ３ の 風 路 の 風 量 が 増 え る 量 よ り 小 さ く な る 。  
結 果 と し て 、 加 湿 量 の 変 化 が 小 さ い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】



10

20

30

40

50

JP 7573145 B2 2024.10.25(3)

　 そ し て こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 吹 出 口 と 吸 気 口 と を 有 す る 本 体 ケ ー ス と 、  
粉 塵 を 捕 集 す る 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 、 水 を 貯 水 す る 水 槽  
と 、 前 記 水 槽 内 の 水 を 含 水 す る 加 湿 フ ィ ル タ ー と 、 前 記 吸 気 口 か ら 前 記 本 体 ケ ー ス 内 に 送  
風 す る 送 風 部 と 、 前 記 吸 気 口 か ら 順 次 、 前 記 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー 、 前 記 加 湿 フ ィ ル タ  
ー 、 前 記 送 風 部 を 介 し て 前 記 吹 出 口 へ 連 通 す る 第 １ 風 路 と 、 前 記 吸 気 口 か ら 順 次 、 前 記 第  
２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー 、 前 記 送 風 部 を 介 し て 前 記 吹 出 口 へ 連 通 す る 第 ２ 風 路 と 、 前 記 第 ２  
風 路 に お け る 前 記 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 前 記 送 風 部 を 連 通 す る 連 通 風 路 に 設 け ら れ 、  
風 量 を 調 整 す る 風 量 調 整 部 と 、 前 記 送 風 部 と 前 記 風 量 調 整 部 と を 制 御 す る 制 御 部 と 、 を 備  
え 、 前 記 送 風 部 に よ っ て 、 前 記 吸 気 口 か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 、 前 記 本 体 ケ ー ス 内 の 前 記  
第 １ 風 路 、 ま た は 前 記 第 ２ 風 路 を 介 し て 前 記 吹 出 口 へ 送 風 さ れ 、 前 記 風 量 調 整 部 は 、 前 記  
連 通 風 路 を 開 閉 す る 板 形 状 の ダ ン パ ー 板 と 、 前 記 ダ ン パ ー 板 に 設 け た 連 通 孔 と 、 を 有 す る  
こ と を 特 徴 と し た も の で あ り 、 こ れ に よ り 、 初 期 の 目 的 を 達 成 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 は 、 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー と に お け る  
粉 塵 捕 集 量 の 偏 り を 低 減 し 、 加 湿 量 の 変 化 を 大 き く す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 同 加 湿 装 置 の 斜 視 図
【 図 ３ 】 同 加 湿 装 置 の 断 面 図
【 図 ４ 】 同 加 湿 装 置 の フ ィ ル タ ー 枠 部 と フ ィ ル タ ー 部 と 水 槽 の 斜 視 図
【 図 ５ 】 同 加 湿 装 置 の フ ィ ル タ ー 枠 部 と フ ィ ル タ ー 部 の 展 開 図
【 図 ６ 】 同 加 湿 装 置 の 断 面 図
【 図 ７ 】 同 加 湿 装 置 の 風 量 調 整 部 の ダ ン パ ー 板 と ケ ー シ ン グ の 吸 込 口 の 斜 視 図
【 図 ８ 】 同 加 湿 装 置 の 風 量 調 整 部 の ダ ン パ ー 板 と ケ ー シ ン グ の 吸 込 口 の 斜 視 図
【 図 ９ 】 同 加 湿 装 置 の 風 量 調 整 部 の ダ ン パ ー 板 の 斜 視 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 を 添 付 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形  
態 １ の 加 湿 装 置 の 斜 視 図 あ り 、 扉 が 開 い た 状 態 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の  
加 湿 装 置 の 断 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の フ ィ ル タ ー 枠 部 と  
フ ィ ル タ ー 部 と 水 槽 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ か ら 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 加 湿 装 置 １ は 、 吸 気 口 ２ と 吹 出 口 ３ を 有 す る  
縦 長 箱 形 状 の 本 体 ケ ー ス ４ と 、 こ の 本 体 ケ ー ス ４ 内 に は 、 空 気 清 浄 部 ５ と 、 加 湿 部 ６ と 、  
送 風 部 ７ と 、 風 量 調 整 部 ８ と 、 制 御 部 ９ と 、 を 備 え て い る 。 本 体 ケ ー ス ４ 内 に お け る 、 本  
体 ケ ー ス ４ の 前 面 側 に は 、 空 気 清 浄 部 ５ が 配 置 さ れ 、 本 体 ケ ー ス ４ の 後 面 側 に は 、 送 風 部  
７ が 配 置 さ れ 、 空 気 清 浄 部 ５ と 送 風 部 ７ と の 間 に は 、 加 湿 部 ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 吸 気 口 ２ は 、 本 体 ケ ー ス ４ の 左 右 側 面 に 位 置 し 、 吹 出 口 ３ は 、 本 体 ケ ー ス ４ の 上 面 に 位  
置 し て い る 。 吹 出 口 ３ は 、 上 下 方 向 に 回 動 す る 複 数 の ル ー バ ー ３ ａ を 有 し て い る 。 図 １ 、  
図 ２ 、 図 ３ で は 、 吹 出 口 ３ は 、 ル ー バ ー ３ ａ が 閉 じ た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 空 気 清 浄 部 ５ は 、 微 細 粒 子 を 捕 捉 し て 気 流 中 か ら 除 去 し 、 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０  
と 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と を 有 し て い る 。 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ は 、 縦 長 形  
状 で あ っ て 、 濾 材 が 蛇 腹 形 状 に 折 ら れ た も の で あ り 、 吸 気 口 ２ の 風 路 風 下 側 に 設 け ら れ て  
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い る 。 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ は 、 横 長 形 状 で あ っ て 、 濾 材 が 蛇 腹 形 状 に 折 ら れ た も  
の で あ り 、 吸 気 口 ２ の 風 路 風 下 側 に 設 け ら れ て い る 。 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ と 第 ２  
空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と の 横 方 向 の 寸 法 は 、 同 じ で あ る 。 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １  
は 、 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ の 上 方 に 配 置 さ れ 、 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ と 第 ２  
空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と は 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 縦 長 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 加 湿 部 ６ は 、 水 を 保 持 し て 加 湿 対 象 空 気 と 水 と の 気 液 接 触 を 促 す も の で あ っ て 、 空 気 清  
浄 部 ５ で あ る 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ の 風 路 風 下 側 に 設 け ら れ て い る 。 加 湿 部 ６ は 、  
水 タ ン ク １ ２ と 、 水 槽 １ ３ と 、 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ と 、 フ ィ ル タ ー 枠 １ ５ と 、 回 転 部 材 １  
６ と 、 を 有 し て い る 。 本 体 ケ ー ス ４ の 側 面 に は 開 閉 式 の 扉 ４ ａ が あ り 、 扉 ４ ａ を 開 く と 、  
水 タ ン ク １ ２ と 、 水 槽 １ ３ と が 現 れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 水 タ ン ク １ ２ は 、 水 槽 １ ３ の 端 部 に 装 着 さ れ 、 水 タ ン ク １ ２ 内 に 水 を 貯 水 し 、 そ の 水 タ  
ン ク １ ２ か ら 弁 機 構 に よ っ て 水 槽 １ ３ に 水 が 供 給 さ れ 、 こ れ に よ り 水 槽 １ ３ 内 の 水 位 が 略  
一 定 状 態 が 保 た れ る 構 成 と な っ て い る 。 な お 、 水 タ ン ク １ ２ は 、 水 道 管 に 連 結 し た 管 か ら  
水 を 供 給 す る 構 成 で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 水 槽 １ ３ は 、 上 面 が 開 口 し た 略 横 長 箱 形 状 で 、 水 タ ン ク １ ２ か ら 供 給 さ れ た 水 を 貯 水 し  
、 本 体 ケ ー ス ４ の 下 部 に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 水 槽 １ ３ は 、 上 方 に 延 び た 略 縦 長 板  
形 状 の 第 １ 支 持 板 （ 図 示 せ ず ） と 第 ２ 支 持 板 １ ８ を 有 し て い る 。 第 １ 支 持 板 の 上 部 に は 、  
フ ィ ル タ ー 枠 １ ５ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 第 １ 軸 受 （ 図 示 せ ず ） を 有 し 、 第 ２ 支 持 板 １ ８ の  
上 部 に は 、 フ ィ ル タ ー 枠 １ ５ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 第 ２ 軸 受 ２ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の フ ィ ル タ ー 枠 部 と フ ィ ル タ ー 部 の 展 開 図 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ か ら 図 ５ に 示 す よ う に 、 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ は 、 円 板 形 状 で あ り 、 水 槽 の 水 に 周 縁  
の 一 部 が 周 期 的 に 浸 漬 し 、 毛 細 管 現 象 を 利 用 し て 水 を 吸 上 げ て い る 。 毛 細 管 現 象 で 吸 い 上  
げ ら れ た 水 は 、 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ の 連 結 糸 に 保 持 さ れ 、 こ こ を 空 気 が 通 過 す る こ と で 加  
湿 を 行 う 。 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ は 、 フ ィ ル タ ー 枠 １ ５ 内 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ィ ル タ ー 枠 １ ５ は 、 フ ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ と 、 フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ は 、 円 形 の 浅 皿 形 状 で あ り 、 底 面 に は 複 数 の 開 口 ２ ３ を 有 す る 。 フ  
ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ の 底 面 に お け る 中 央 に は 、 外 方 に 突 出 し た 第 １ 軸 ２ ４ を 有 し て い る 。 フ  
ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ の 直 径 は 、 フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ の 直 径 よ り 一 回 り 大 き い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ は 、 円 形 の 浅 皿 形 状 で あ り 、 底 面 に は 複 数 の 開 口 ２ ５ を 有 す る 。 フ  
ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ の 底 面 に お け る 中 央 に は 、 外 方 に 突 出 し た 第 ２ 軸 ２ ６ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ は 、 フ ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ と フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、  
フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ は 、 フ ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ 内 に 嵌 る 構 成 で あ る 。 こ の 状 態 で 、 フ ィ ル タ  
ー 内 枠 ２ ２ の 第 ２ 軸 ２ ６ と 、 フ ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ の 第 １ 軸 ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ 外 方 に 突 出 し  
て い る 。 フ ィ ル タ ー 枠 １ ５ は 、 フ ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ の 第 １ 軸 ２ ４ と 、 フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２  
の 第 ２ 軸 ２ ６ と に よ っ て 、 水 槽 １ ３ の 第 １ 支 持 板 に 設 け ら れ た 第 １ 軸 受 と 、 第 ２ 支 持 板 １  
８ に 設 け ら れ た 第 ２ 軸 受 ２ ０ と 、 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ー 外 枠 ２ １ の 第  
１ 軸 ２ ４ と 、 フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ の 第 ２ 軸 ２ ６ と は 、 本 体 ケ ー ス ４ に お け る 前 後 方 向 （ フ  
ィ ル タ ー 枠 １ ５ に お け る 送 風 方 向 ） に 延 び て い る 。 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ と フ ィ ル タ ー 枠 １  
５ と は 、 回 転 部 材 １ ６ に よ っ て 上 下 方 向 に 回 転 す る 構 造 と な っ て い る 。 フ ィ ル タ ー 枠 １ ５  
は 、 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ の 周 縁 の 一 部 が 水 槽 １ ３ 内 の 水 に 浸 漬 す る よ う に 、 フ ィ ル タ ー 外  
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枠 ２ １ の 第 １ 軸 ２ ４ は 、 第 １ 軸 受 に 装 着 さ れ 、 フ ィ ル タ ー 内 枠 ２ ２ の 第 ２ 軸 ２ ６ は 、 第 ２  
軸 受 ２ ０ に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 送 風 部 ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 ケ ー ス ４ の 中 央 部 に 設 け ら れ 、 モ ー タ ２ ７ と 、 モ  
ー タ ２ ７ に よ り 回 転 す る フ ァ ン ２ ８ と 、 そ れ ら を 囲 む ス ク ロ ー ル 形 状 の ケ ー シ ン グ ２ ９ と  
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ケ ー シ ン グ ２ ９ に は 、 吐 出 口 ３ ０ と 、 吸 込 口 ３ １ と が 設 け ら れ て い る 。 吐 出 口 ３ ０ は 、  
ケ ー シ ン グ ２ ９ の 本 体 ケ ー ス ４ に お け る 上 面 側 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 吸 込 口 ３ １ は 、  
ケ ー シ ン グ ２ ９ の 本 体 ケ ー ス ４ に お け る 前 面 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 モ ー タ ２ ７ は 、 回 転 軸 ３ ２ を 有 し 、 モ ー タ ２ ７ の 回 転 軸 ３ ２ は 、 本 体 ケ ー ス ４ に お け る  
前 面 側 か ら 背 面 側 へ 水 平 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ァ ン ２ ８ は 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン で あ り 、 モ ー タ ２ ７ か ら 延 び た 回 転 軸 ３ ２ に 固 定 さ れ て  
い る 。 モ ー タ ２ ７ の 回 転 軸 ３ ２ が 回 転 す る と 、 フ ァ ン ２ ８ も 回 転 し 、 本 体 ケ ー ス ４ の 吸 気  
口 ２ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 、 本 体 ケ ー ス ４ 内 の 第 １ 風 路 ３ ３ 、 ま た は 第 ２ 風 路 ３ ４ を 介  
し て 吹 出 口 ３ へ 送 風 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 風 路 ３ ３ は 、 吸 気 口 ２ か ら 順 次 、 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ 、 加 湿 フ ィ ル タ ー １  
４ 、 送 風 部 ７ を 介 し て 吹 出 口 ３ へ 連 通 す る 風 路 で あ る 。 ま ず 、 送 風 部 ７ の フ ァ ン ２ ８ が 回  
転 す る と 、 本 体 ケ ー ス ４ 外 の 空 気 が 、 吸 気 口 ２ か ら 吸 い 込 ま れ 、 第 １ 風 路 ３ ３ へ 送 風 さ れ  
る 。 第 １ 風 路 ３ ３ へ 送 風 さ れ た 空 気 は 、 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ を 通 過 し 、 第 １ 空 気  
清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ に よ っ て 粉 塵 等 が 捕 集 さ れ 、 清 浄 空 気 と な る 。 次 に 、 清 浄 空 気 は 、 水  
を 保 持 し た 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ を 通 過 し 、 水 分 を 多 く 含 ん だ 清 浄 空 気 と な り 、 送 風 部 ７ を  
介 し て 吹 出 口 ３ か ら 本 体 ケ ー ス ４ 外 に 送 風 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ 風 路 ３ ４ は 、 吸 気 口 ２ か ら 順 次 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ 、 送 風 部 ７ を 介 し て  
吹 出 口 ３ へ 連 通 す る 風 路 で あ る 。 ま ず 、 送 風 部 ７ の フ ァ ン ２ ８ が 回 転 す る と 、 本 体 ケ ー ス  
４ 外 の 空 気 が 、 吸 気 口 ２ か ら 吸 い 込 ま れ 、 第 ２ 風 路 ３ ４ へ 送 風 さ れ る 。 第 ２ 風 路 ３ ４ へ 送  
風 さ れ た 空 気 は 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ を 通 過 し 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ に  
よ っ て 粉 塵 等 が 捕 集 さ れ 、 清 浄 空 気 と な る 。 次 に 、 清 浄 空 気 は 、 送 風 部 ７ を 介 し て 吹 出 口  
３ か ら 本 体 ケ ー ス ４ 外 に 送 風 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 風 量 調 整 部 は 第 ２ 風 路 を 開  
い た 状 態 で あ る 。 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 風 量 調 整 部  
は 第 ２ 風 路 を 閉 じ た 状 態 で あ る 。 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の 風 量 調 整 部  
の ダ ン パ ー 板 と ケ ー シ ン グ の 吸 込 口 の 斜 視 図 で あ り 、 風 量 調 整 部 は 第 ２ 風 路 を 開 い た 状 態  
で あ る 。 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の 風 量 調 整 部 の ダ ン パ ー 板 と ケ ー シ ン  
グ の 吸 込 口 の 斜 視 図 で あ り 、 風 量 調 整 部 は 第 ２ 風 路 を 閉 じ た 状 態 で あ る 。 図 ９ は 、 本 発 明  
の 実 施 の 形 態 １ の 加 湿 装 置 の 風 量 調 整 部 の ダ ン パ ー 板 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ 、 図 ６ か ら 図 ８ に 示 す よ う に 、 風 量 調 整 部 ８ は 、 第 ２ 風 路 ３ ４ に お け る 第 ２ 空 気 清  
浄 フ ィ ル タ ー １ １ と 送 風 部 ７ を 連 通 す る 連 通 風 路 ３ ５ に 設 け ら れ 、 風 量 を 調 整 す る 。 風 量  
調 整 部 ８ は 、 連 通 風 路 ３ ５ を 開 閉 す る 板 形 状 の ダ ン パ ー 板 ３ ６ と 、 ダ ン パ ー 板 を 回 動 さ せ  
る ダ ン パ 用 モ ー タ （ 図 示 せ ず ） と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 連 通 風 路 ３ ５ は 、 中 心 軸 が 上 下 方 向 に 延 び る 横 長 四 角 形 の 開 口 で あ り 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ  
ィ ル タ ー １ １ と 送 風 部 ７ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 連 通 風 路 ３ ５ に お け る 短 辺 の 寸 法 が 、  
水 平 方 向 に お け る 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と 送 風 部 ７ と の 間 よ り 僅 か に 小 さ い 寸 法 で  
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あ る 。 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と 送 風 部 ７ と は 、 本 体 ケ ー ス ４ に お け る 前 後 方 向 に 並  
ん で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ダ ン パ ー 板 ３ ６ は 、 横 長 四 角 形 の 板 形 状 で あ り 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と 送 風 部  
７ と の 間 に 上 下 方 向 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 ダ ン パ ー 板 ３ ６ が 連 通 風 路 ３ ５ を 閉 じ  
た 状 態 で は 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ に お け る 一 方 側 の 長 辺 が 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ 側 に 配  
置 さ れ 、 他 方 側 の 長 辺 が 送 風 部 ７ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ダ ン パ ー 板 ３ ６ に お け る 短 辺 の 長  
さ は 、 連 通 風 路 ３ ５ に お け る 短 辺 の 寸 法 よ り 僅 か に 大 き い 寸 法 で あ る 。 ダ ン パ ー 板 ３ ６ は  
、 ダ ン パ 用 モ ー タ に よ っ て 上 下 方 向 に 回 動 す る 。 ダ ン パ 用 モ ー タ の 一 例 は 、 ス テ ッ ピ ン グ  
モ ー タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 制 御 部 ９ は 、 送 風 部 ７ の モ ー タ ２ ７ と 、 加 湿 部 ６ の 回 転 部 材 １ ６ と 、 風 量 調 整 部 ８ の ダ  
ン パ 用 モ ー タ と 、 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 風 量 と 加 湿 量 を 調 整 す る こ と が で き る 。 制 御  
部 ９ は 、 低 加 湿 運 転 モ ー ド と 、 高 加 湿 運 転 モ ー ド と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 低 加 湿 運 転 モ ー ド の 場 合 に は 、 制 御 部 ９ は 、 送 風 部 ７ の モ ー タ ２ ７ に よ っ て フ ァ ン ２ ８  
を 回 転 さ せ 、 加 湿 部 ６ の 回 転 部 材 １ ６ に よ っ て 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ と フ ィ ル タ ー 枠 １ ５ と  
を 回 転 さ せ 、 風 量 調 整 部 ８ の ダ ン パ 用 モ ー タ に よ っ て 、 連 通 風 路 ３ ５ を 開 く 制 御 で あ る （  
図 ３ 参 照 ） 。 一 方 、 高 加 湿 運 転 モ ー ド の 場 合 に は 、 制 御 部 ９ は 、 送 風 部 ７ の モ ー タ ２ ７ に  
よ っ て フ ァ ン ２ ８ を 回 転 さ せ 、 加 湿 部 ６ の 回 転 部 材 １ ６ に よ っ て 加 湿 フ ィ ル タ ー １ ４ と フ  
ィ ル タ ー 枠 １ ５ と を 回 転 さ せ 、 風 量 調 整 部 ８ の ダ ン パ 用 モ ー タ に よ っ て 、 連 通 風 路 ３ ５ を  
閉 じ る 制 御 で あ る 。 制 御 部 ９ は 、 本 体 ケ ー ス ４ の 上 面 に 設 け ら れ た 操 作 部 ３ ８ の 操 作 入 力  
に 基 づ い て 、 低 加 湿 運 転 モ ー ド と 高 加 湿 運 転 モ ー ド と 切 り 替 え て 、 加 湿 量 を 調 整 す る こ と  
が で き る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 特 徴 は 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ に 設 け た 細 長 四 角 形 状 の 孔 で あ る 連 通 孔 ３  
９ で あ る 。 ダ ン パ ー 板 ３ ６ が 連 通 風 路 ３ ５ を 閉 じ た 場 合 に は 、 送 風 部 ７ に よ っ て 送 風 さ れ  
る 一 部 の 空 気 は 、 第 １ 風 路 ３ ３ を 流 れ 、 一 方 、 送 風 部 ７ に よ っ て 送 風 さ れ る そ の 他 の 空 気  
は 、 連 通 孔 ３ ９ を 介 す る 第 ２ 風 路 ３ ４ を 流 れ る 。 具 体 的 に は 、 第 ２ 風 路 ３ ４ へ 送 風 さ れ た  
空 気 は 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ を 通 過 し 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ に よ っ て 粉  
塵 等 が 捕 集 さ れ 、 清 浄 空 気 と な る 。 次 に 、 清 浄 空 気 は 、 連 通 風 路 ３ ５ に 設 け ら れ た 、 ダ ン  
パ ー 板 ３ ６ の 連 通 孔 ３ ９ を 介 し て 送 風 部 ７ へ 流 れ 、 送 風 部 ７ か ら 吹 出 口 ３ を 介 し て 本 体 ケ  
ー ス ４ 外 に 送 風 さ れ る 。 な お 、 連 通 孔 ３ ９ に は 、 変 形 し て 孔 の 開 口 寸 法 が 小 さ く な ら な い  
よ う に 棒 形 状 の 複 数 の 補 強 桟 ３ ９ ａ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ に よ っ て 、 第 ２ 風 路 ３ ４ の 連 通 風 路 ３ ５ を 閉 じ て も 、 第 １  
風 路 ３ ３ の 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ だ け で な く 、 少 な い 風 量 で は あ る が 第 ２ 空 気 清 浄  
フ ィ ル タ ー １ １ に も 空 気 が 流 れ る の で 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ の 空 気 が 流 れ な い 場  
合 に 比 べ て 、 第 １ 風 路 ３ ３ の 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ が 捕 集 す る 粉 塵 等 の 量 を 低 減 で  
き る 。 つ ま り 、 加 湿 量 が 増 え る と 共 に 、 第 １ 風 路 ３ ３ の 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ に よ  
っ て 捕 集 さ れ る 粉 塵 等 の 一 部 が 第 ２ 風 路 ３ ４ の 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ に よ っ て 捕 集  
さ れ る の で 、 第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ ０ に お け る 捕 集 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と 連 通 孔 ３ ９ と の 距 離 は 、 送 風 部 ７ と 連 通 孔 ３ ９ と  
の 距 離 よ り 長 い 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と 連 通 孔 ３ ９ と の 距 離 が 、 送  
風 部 ７ と 連 通 孔 ３ ９ と の 距 離 よ り 短 い 場 合 に 比 べ て 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ の 一 部  
で は な く 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ に お け る よ り 広 い 範 囲 を 通 過 し 易 く な り 、 第 ２ 空  
気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ の 一 部 に 捕 集 し た 粉 塵 等 が 偏 る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ は 、 上 下 方 向 の 寸 法 に 比 べ て 、 横 方 向 の 寸 法 が 大 き  
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く 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ の 横 方 向 に お け る 連 通 孔 ３ ９ の 寸 法 は 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ  
ィ ル タ ー １ １ の 横 方 向 の 寸 法 と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 こ の よ う に 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ  
ー １ １ に お け る 長 手 方 向 と 同 じ 方 向 に 連 通 孔 ３ ９ が 延 び て い る の で 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル  
タ ー １ １ に お け る よ り 広 い 範 囲 を 通 過 し 易 く な り 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ の 一 部 に  
捕 集 し た 粉 塵 等 が 偏 る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 送 風 部 ７ は 、 モ ー タ ２ ７ と 、 モ ー タ ２ ７ に よ り 回 転 す る フ ァ ン ２ ８ と 、 フ ァ ン ２  
８ を 囲 む ケ ー シ ン グ ２ ９ と 、 を 備 え て い る 。 ケ ー シ ン グ ２ ９ は 、 ケ ー シ ン グ ２ ９ の 内 側 と  
外 側 と を 連 通 す る 吸 込 口 ３ １ を 有 し 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ は 、 送 風 部 ７ の 吸 込 口 ３ １ よ り 上 方  
に 配 置 さ れ て い る 。 連 通 風 路 ３ ５ は 、 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ と 送 風 部 ７ と を 上 下 方  
向 に 連 通 し て い る 。 ダ ン パ ー 板 ３ ６ の 回 動 中 心 は 、 送 風 部 ７ 側 に 設 け ら れ 、 ダ ン パ ー 板 ３  
６ は 上 下 方 向 に 回 動 す る 。 ダ ン パ ー 板 ３ ６ が 閉 じ た 場 合 に は 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ は 水 平 状 態  
と な り 、 送 風 部 ７ に よ っ て 送 風 さ れ る 空 気 の 一 部 は 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ の 他 方 側 面 （ ダ ン パ  
ー 板 が 閉 じ た 状 態 の 上 面 ） に 沿 っ て 流 れ た 後 に 連 通 孔 ３ ９ に 流 れ 込 む 。 こ れ に よ り 、 第 ２  
空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ を 通 過 し た 清 浄 空 気 は 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ に 沿 う よ う に 流 れ た 後 に  
、 連 通 孔 ３ ９ に 流 れ 込 む の で 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ が 連 通 孔 ３ ９ へ 流 れ 込 む ガ イ ド と な り 、 連  
通 孔 ３ ９ へ 流 れ 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ が 開 い た 場 合 に は 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ の 送 風 部 ７ 側 の 長 辺 側 が 、 回  
動 中 心 と な り 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ の 第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー １ １ 側 の 長 辺 が 、 ダ ン パ ー 板 ３  
６ の 回 動 中 心 よ り 上 方 に 移 動 す る 。 こ の 状 態 で 、 送 風 部 ７ に よ っ て 送 風 さ れ る 空 気 の 一 部  
は 、 ダ ン パ ー 板 ３ ６ の 一 方 側 面 （ ダ ン パ ー 板 ３ ６ が 閉 じ た 状 態 の 下 面 ） に 沿 っ て 流 れ た 後  
に 連 通 風 路 ３ ５ に 流 れ 込 む 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 は 、 家 庭 用 や 事 務 所 用 な ど の 、 加 湿 装 置 と し て 適 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １     加 湿 装 置
　 ２     吸 気 口
　 ３     吹 出 口
　 ３ ａ     ル ー バ ー
　 ４     本 体 ケ ー ス
　 ４ ａ     扉
　 ５     空 気 清 浄 部
　 ６     加 湿 部
　 ７     送 風 部
　 ８     風 量 調 整 部
　 ９     制 御 部
　 １ ０     第 １ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー
　 １ １     第 ２ 空 気 清 浄 フ ィ ル タ ー
　 １ ２     水 タ ン ク
　 １ ３     水 槽
　 １ ４     加 湿 フ ィ ル タ ー
　 １ ５     フ ィ ル タ ー 枠
　 １ ６     回 転 部 材
　 １ ８     第 ２ 支 持 板
　 ２ ０     第 ２ 軸 受
　 ２ １     フ ィ ル タ ー 外 枠
　 ２ ２     フ ィ ル タ ー 内 枠



10

20

30

40

50

JP 7573145 B2 2024.10.25(8)

　 ２ ３     開 口
　 ２ ４     第 １ 軸
　 ２ ５     開 口
　 ２ ６     第 ２ 軸
　 ２ ７     モ ー タ
　 ２ ８     フ ァ ン
　 ２ ９     ケ ー シ ン グ
　 ３ ０     吐 出 口
　 ３ １     吸 込 口
　 ３ ２     回 転 軸
　 ３ ３     第 １ 風 路
　 ３ ４     第 ２ 風 路
　 ３ ５     連 通 風 路
　 ３ ６     ダ ン パ ー 板
　 ３ ８     操 作 部
　 ３ ９     連 通 孔
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 7573145 B2 2024.10.25(9)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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